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赤色防虫ネットとスワルスキーカブリダニを利用したキュウリ黄化えそ病対策 
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Control of the spotted wilt of cucumber  

with the red insect-proof net and Amblyseius swirskii Athias-Henriot 

 

Takashi Taera and Hirotsugu Tsueda 

 

要約：岐阜県の施設キュウリでは，ミナミキイロアザミウマが媒介するウイルス病のキュウリ黄化えそ病

が問題となっている．現地キュウリ施設周囲で採集したミナミキイロアザミウマ成虫の保毒虫率は，5 地

点中 3地点で 50%を超えていた．ミナミキイロアザミウマの侵入対策として，0.6mm目合いの赤色防虫ネ

ットを側窓に被覆した施設では，0.4mm目合いの白色防虫ネットを被覆した施設よりもミナミキイロアザ

ミウマ成虫数が少なく，施設内の気温も低かった．0.6mm 目合いの赤色防虫ネットを被覆した施設で天敵

製剤のスワルスキーカブリダニを利用すると，0.4mm目合いの白色防虫ネットを被覆した施設で利用する

よりもミナミキイロアザミウマ幼虫が少なく推移した． 

以上のことから，0.6mm目合いの赤色防虫ネットを被覆した施設でスワルスキーカブリダニを利用する

ことで，ウイルス媒介虫の侵入および施設内での増殖を抑制できる．これによりキュウリ黄化えそ病の 1

次感染および 2次感染の抑制が期待できることから，本病の有効な防除手段であると考えられた． 

キーワード：ミナミキイロアザミウマ，キュウリ黄化えそ病，赤色防虫ネット，スワルスキーカブリダニ 

 

緒言 

ミナミキイロアザミウマ Thrips palmi Karnyは，

1978 年に宮崎県のピーマンにおいて初めて発生

が確認された侵入害虫である 1)．その後は発生地

域が全国に広がり，キュウリやナスなど果菜類の

重要害虫となっている 2)． 

本種はキュウリ黄化えそ病の病原ウイルスであ

るメロン黄化えそウイルス (Mellon yellow spot 

virus；MYSV)をはじめとする各種ウイルス病を媒

介する 3)．キュウリ黄化えそ病が発病したキュウ

リは，葉にえそ斑点を生じて株が萎縮し，症状が

激しくなると枯死するため，全国的に問題となっ

ている． 

岐阜県では，平坦部で施設キュウリが栽培され

ており，県の南西部に位置する海津市を中心とし

た西美濃地域が主要な産地となっている．本県で

は，2008年に中濃地域でキュウリ黄化えそ病の発

生が確認された(岐阜県病害虫防除所，平成 20 年

度病害虫発生予察特殊報第 2号)．その後，西美濃

地域で発生面積が拡大し，2011年には西美濃地域

の全てのキュウリ施設で発病が認められ，3 割の

施設で発病株率が 20%以上となった(西濃農林事

務所農業普及課)． 

キュウリ黄化えそ病の 1次感染源は，野外から

施設内に侵入してくる MYSV を保毒した成虫で

あると考えられている 4)．そのため，本病の 1 次

感染対策では，保毒虫の侵入抑制が重要と考えら

れる．施設内への侵入を防ぐには，開口部に防虫

ネットを被覆することが有効と考えられる．しか

し，本種の成虫は体長 1.0～1.3mm と微小で，施

設内に容易に侵入する．虫媒伝染性のウイルス病

であるトマト黄化葉巻病対策では，媒介虫である

タバココナジラミ Bemisia tabaci (Gennadius)の侵

入抑制に 0.4mm 目合いの防虫ネットが有効とさ

れている 5)．しかし，目合いの細かい防虫ネット

の被覆は，施設内の気温を上昇させ，栽培上の障

害となることが懸念される．そのため，高い侵入

抑制効果を持ちながら，施設内の気温を上昇させ

ない防虫ネットが求められている．近年，ネギア

ザミウマ Thrips tabaci Lindeman に対して，赤色防

虫ネットは 0.8mm 目合いでも高い侵入抑制効果

を示すと報告されている 6)．ミナミキイロアザミ

ウマはネギアザミウマと同属であり，赤色防虫ネ

ットは本虫に対しても侵入抑制効果を示す可能性

が高い． 

MYSV を含むトスポウイルス属は，経卵伝搬は
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せず，アザミウマ類の 1～2齢幼虫が感染植物を加

害することで獲得される 7), 8)．そのため，施設内

におけるキュウリ黄化えそ病の 2次感染は，施設

内で孵化したミナミキイロアザミウマ幼虫が，感

染植物を加害してウイルスを獲得することで起き

ると考えられる．一方，本種はイミダクロプリド

剤，アセタミプリド剤，ニテンピラム剤などのネ

オニコチノイド系薬剤 9)，クロルフェナピル剤や

スピノサド剤 10), 11)などに対する感受性低下が報

告されている．予備的に実施した調査では，当県

でもキュウリから採集した個体群で，一部の殺虫

剤に対する感受性低下が認められた．そのため殺

虫剤による増殖抑制が困難となっており，殺虫剤

に代わる増殖対策が必要と考えられる． 

そこで，本研究ではキュウリ黄化えそ病の対策

を確立するため，以下の項目について検討した．

第 1にMYSV保毒虫の施設への侵入による 1次感

染のリスクを評価するため，施設周囲の保毒虫率

を調査した．第 2にミナミキイロアザミウマの侵

入対策として，最適な防虫ネットの種類と目合い

を検討した．第 3に施設内におけるミナミキイロ

アザミウマの増殖対策として，天敵製剤であるス

ワ ル ス キ ー カブ リ ダ ニ Amblyseius swirskii 

Athias-Henriot による密度抑制効果を検討したの

で，結果を以下に報告する． 

 

1．キュウリ施設周囲に生息するミナミキイロアザ

ミウマの MYSV 保毒虫率の調査 

[目的] 

キュウリ施設におけるキュウリ黄化えそ病は，

主に野外から施設内に侵入した MYSV 保毒虫が

キュウリにウイルスを感染させることで発生する

と考えられている 4)．特に当県で行われている抑

制栽培では，8 月の定植後，10月下旬頃まで側窓

が開放されているため，ミナミキイロアザミウマ

が施設内に侵入しやすい条件にあると考えられ

る． 

そこで，ミナミキイロアザミウマの施設内への

侵入によるウイルスの感染リスクを評価するた

め，9 月中旬にキュウリ施設周囲でミナミキイロ

アザミウマ成虫の MYSV 保毒虫率を調査した． 

 

[材料および方法] 

2012 年 9 月 11 日に，海津市のキュウリ施設 5

圃場(施設①～⑤)の周囲に，キュウリ(品種：フレ

スコ 100) 2株を定植したプランターを 1個ずつ設

置した．設置場所は，雑草の少ない場所を選び，

施設側面から 50cm 離した．設置したプランター

は 9月 19日に回収し，キュウリに寄生していたミ

ナミキイロアザミウマ成虫を採取した．採取した

成虫は設置したキュウリからウイルスを獲得する

ことはないため，採取した成虫の MYSV 保毒虫率

を，施設周囲に生息するミナミキイロアザミウマ

の保毒虫率として評価した． 

MYSV の検出は，奥田ら 12)の MYSV 検出用プ

ライマーmu-MY4Fとmu-MY-4Rを用いてRT-PCR

法で行った．滅菌水 20µl内で供試虫を磨砕し，磨

砕液 3.875µl にプライマーmu-MY-4R (10µM)を

0.125µl，dNTP (2.5mM)を 1µl加えて 5µlとし，65

℃で 5分間反応させたのち，氷上に 1分間置いた．

これに 5× ReverTra Ace® Buffer を 2µl，ReverTra 

Ace® (100U/µl，東洋紡ライフサイエンス事業部)

を 0.25µl，Ribonuclease Inhibitor (40U/µl，タカラバ

イオ株式会社)を 0.5µl，滅菌水を 2.25µl を加えて

10µlの RT-PCR反応液とした．これをサーマルサ

イクラーを用いて 30℃で 10分間，42℃で 60分間，

70℃で 15分間反応させ，MYSV の RNAを cDNA

に逆転写した．次に， cDNA 溶液 1µl に 2× 

MightyAmp® Buffer を 6µl，MightyAmp® DNA 

Polymerase Ver. 2 (タカラバイオ株式会社 )を

0.06µl，プライマーmu-MY4F (10µM)を 0.24µl，プ

ライマーmu-MY-4R (10µM)を 0.24µl，滅菌水を

4.46µl 加えて 12µl の PCR 反応液とした．これを

サーマルサイクラーを用いて 95℃で 5分間アニー

リングし，95℃で 30秒間，50℃で 30秒間，72℃

で 60秒間の処理を 40サイクル行い，72℃で 5分

間 DNAを伸長させた．この反応液を 1%アガロー

スゲルで 30分間電気泳動し，エチジウムブロマイ

ド(0.5µg/ml)で染色したのち，紫外線下で 888bp付

近に出現する MYSV のバンドを確認し，保毒虫を

判定した． 

 

[結果および考察] 

キュウリ施設周囲で採取したミナミキイロアザ

ミウマ成虫の MYSV 保毒虫率は，5施設中 3施設

で 50%以上であった．最も低かった施設⑤でも，

保毒虫率は 11.5%であった(第 1図)． 

今回，調査を実施した 9月中旬は，キュウリが
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本病に対して感受性の高い時期と考えられる 13)．

さらに施設の側窓が開放されているため，ミナミ

キイロアザミウマが侵入しやすいと考えられる．

施設周囲における MYSV 保毒虫率は高い事から，

ミナミキイロアザミウマの侵入により，キュウリ

が MYSV に感染する可能性は高いと考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．各種防虫ネットのミナミキイロアザミウマに対

する侵入抑制効果の検討 

[目的] 

ミナミキイロアザミウマの施設内への侵入を抑

制するには，目合いの小さな防虫ネットを施設開

口部に被覆することが有効と考えられる．しかし，

ミナミキイロアザミウマと体長が近いミカンキイ

ロアザミウマ Frankliniella occidentalis Pergandeの

試験では，目合い 0.4mm以下の防虫ネットを施設

開口部に被覆することで侵入を抑制できるが，施

設内の気温が上昇すると報告されている 14)．ま

た，ネギアザミウマでは，赤色の防虫ネットを用

いると，目合いが 0.8mmと大きくても高い侵入抑

制効果が得られると報告されている 6)．そこで，

室内試験と圃場試験によって，赤色防虫ネットの

ミナミキイロアザミウマに対する侵入抑制効果を

検討した． 

 

1)室内試験による各種防虫ネットのミナミキイロ

アザミウマに対する侵入抑制効果の検討 

[材料および方法] 

試験は，2012年に行った．供試した防虫ネット

は，目合い 0.6mm の赤色防虫ネット(サンサンネ

ット® e-レッド SLR3200 (試作品)，日本ワイドク

ロス株式会社)，目合い 0.8mm の赤色防虫ネット

(サンサンネット® e-レッド SLR2700)，目合い

0.4mm の白色防虫ネット(サンサンネット® ソフ

ライト SL4200)とした．供試植物は，7.5cmビニー

ルポットを用いて本葉 1枚期まで実生栽培したキ

ュウリ(品種：フレスコ 100)とした．供試植物を透

明プラスチックカップ(φ12cm×8cm)に設置し，針

金を支柱として防虫ネットが植物に接触しないよ

う に 隙 間 な く 被 覆 し ， 透 明 飼 育 ケ ー ス

(30.4cm×25cm×28cm)内に 1 個ずつ個別に設置し

た．無処理区には，ネットで被覆しないキュウリ

苗を設置した．次に，低温麻酔したミナミキイロ

アザミウマ成虫 20 頭をプラスチック容器

(φ8cm×2cm)に入れ，飼育ケース内で蓋を開けて放

飼した．飼育ケースは 25℃16L8D 条件で管理し，

放飼 24 時間後にキュウリ苗に寄生したミナミキ

イロアザミウマ成虫数を調査した．反復は 4とし

た． 

 

[結果および考察] 

赤色防虫ネット(0.6mm，以後ネットの目合いを

示す)で被覆した区の寄生頭数は最も少なく，他の

区と比較して有意な差が認められた(第 2 図，

Tukey-Kramer 法，p<0.05)．次いで，赤色防虫ネッ

ト(0.8mm)，白色防虫ネット(0.4mm)，無処理区の

順で寄生頭数が多い傾向が認められたが，これら

の間に有意な差は認められなかった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回供試した赤色防虫ネット(0.6mm と 0.8mm)

は白色防虫ネット(0.4mm)より目合いが大きかっ

たが，寄生頭数は白色防虫ネットと比較して少な

い傾向が認められた．これは，ネットの目合いに

よる物理的な侵入抑制効果のほか，防虫ネットの

第 1図 キュウリ施設周囲から採取したミナミキイロア

ザミウマ成虫の MYSV保毒虫率(2012年) 

()内の数字は，(保毒虫数/分析虫数)を示す． 

第 2 図 各種防虫ネットで被覆したキュウリ苗に寄生

したミナミキイロアザミウマ成虫数(2012年) 

バーは，反復間の標準誤差を示す． 

異なる英小文字間には有意差があることを示す

(Tukey-Kramer 法，p<0.05)． 
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色が影響していると考えられる．今回は植物全体

をネットで被覆したが，実際の施設では開口部だ

けにネットを被覆すると予想される．そこで，開

口部に赤色防虫ネットを被覆した施設で，侵入抑

制効果を検討した． 

 

2)施設側窓への赤色防虫ネット被覆によるミナミ

キイロアザミウマに対する侵入抑制効果の検討 

[材料および方法] 

1 棟のビニールハウス(間口 6m×奥行 24m)を中

央で 2 区画(間口 6m×奥行 12m)に仕切り，両区画

をビニールで隔離した．それぞれの区画の側窓に，

赤色防虫ネット(0.6mm，サンサンネット® e-レッ

ド SLR3200)と白色防虫ネット(0.4mm，サンサン

ネット® ソフライト SL4200)を被覆し，赤色防虫

ネット区と白色防虫ネット区とした．2012年 9月

6 日にキュウリ(品種：フレスコ 100) 40 株を両区

に定植した． 

全株からそれぞれ生長点を 1つ選び，生長点～

展開葉 3枚目までに寄生するミナミキイロアザミ

ウマ成虫数を見取り調査した．調査は約 7日間隔

で実施した．施設内外に温度データロガー(おんど

とり® TR-72U，株式会社ティアンドデイ)を 1.2m

の高さで設置し，試験期間中の気温を測定した．

試験期間中，ミナミキイロアザミウマに対して影

響のある殺虫剤は使用しなかった． 

 

[結果および考察] 

成虫の寄生は，白色防虫ネット区では 9 月 21

日，赤色防虫ネット区では 9月 27日から認められ

た．10月 5日の生長点当たりの成虫寄生頭数は，

白色防虫ネット区が 1.1 頭，赤色防虫ネット区が

0.4 頭であった．その後，両区の差は拡大し，10

月 26日には白色防虫ネット区が 7.8頭，赤色防虫

ネット区では 0.9頭となった．両区間の成虫数は，

9 月 21 日および 10 月 5 日以降に有意な差が認め

られた(第 3図，Wilcoxonの符号順位検定，p<0.05)． 

6～17 時の施設内の平均気温を両区で比較した

ところ，晴天時には赤色防虫ネット区の平均気温

は白色防虫ネット区より約 2℃低くなった(第 4

図)． 

以上のことから，赤色防虫ネット(0.6mm)をキュ

ウリ施設の側窓に被覆することで，白色防虫ネッ

ト(0.4mm)を被覆するよりもミナミキイロアザミ

ウマの侵入を抑制できるだけでなく，気温上昇も

抑制できると考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．天敵による増殖抑制効果の検討 

[目的] 

キュウリ施設内でMYSVの 2次感染を抑制する

には，ウイルス媒介虫であるミナミキイロアザミ

ウマ幼虫の増殖を抑制する必要がある．しかし，

本種は薬剤感受性の低下が問題となっている 9), 

10), 11)ため，殺虫剤による防除が困難である．これ

までに，施設キュウリでは天敵製剤のスワルスキ

ーカブリダニによるミナミキイロアザミウマの防

除効果が確認されている 15)．そこで，赤色防虫ネ

ット(0.6mm)と白色防虫ネット(0.4mm)を側窓に被

覆した施設でスワルスキーカブリダニを放飼し，

ミナミキイロアザミウマの増殖抑制効果を検討し

た． 
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第 4 図 赤色および白色防虫ネットを側窓に被覆したキ

ュウリ施設における施設内外の気温の比較

(2012年) 

日中の気温として，6～17時の平均気温を示した． 
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第 3 図 赤色および白色防虫ネットを側窓に被覆し

たキュウリ施設におけるミナミキイロアザ

ミウマ成虫寄生頭数の推移(2012年) 

バーは、株間の標準誤差を示す． 

*は，同一調査日に区間で有意差があることを

示す(Wilcoxonの符号順位検定，p<0.05)． 
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[材料および方法] 

供試施設は前節で用いたものとし，区制も前節と

同様，赤色防虫ネット区と白色防虫ネット区とし

た．2013年 9月 5日にキュウリ(品種：フレスコ 100) 

40 株を両区に定植した．定植 2 日前には，ジノテ

フラン水溶剤(2000倍)を散布した．スワルスキーカ

ブリダニのパック製剤(スワルスキー®プラス，アリ

スタライフサイエンス株式会社)を，定植 12日後の

9 月 17 日に 40 株当たり 12 パックを均等に設置し

た．また，スワルスキーカブリダニが速やかに圃場

内で拡散するよう，株間に凧糸を張った．凧糸は，

畝の中心に沿って 50cmの高さで設置し，株の一部

が凧糸に接するようにした． 

全株からそれぞれ生長点を 1つ選び，生長点～展

開葉 3 枚目までに寄生するミナミキイロアザミウ

マ(成虫・幼虫)の寄生頭数を調査した．調査は定植

日から約 7日間隔で実施した． 

 

[結果および考察] 

ミナミキイロアザミウマ成虫は，9 月下旬に両

区で寄生が認められたのち白色防虫ネット区で多

くなり，寄生頭数の差が拡大する傾向にあった．

この傾向は，前節の結果と同様であった．10月 15

日以降，両区で有意な差が認められ(Wilcoxon の

符号順位検定，p<0.05)，11月 7日には白色防虫ネ

ット区で 4.8頭，赤色防虫ネット区では 1.0頭とな

った(第 5図 a)． 

幼虫は 10 月上旬から両区で認められた．10 月

中旬以降，白色防虫ネット区の幼虫数は緩やかに

増加したが，赤色防虫ネット区では少ないまま推

移した．両区間の幼虫数には，10月 8日以降有意

な差が認められた(第 5図 b，Wilcoxon の符号順位

検定，p<0.05)． 

スワルスキーカブリダニは，ミナミキイロアザ

ミウマの 1齢幼虫を捕食する 16)．赤色防虫ネット

(0.6mm)を被覆すると，ミナミキイロアザミウマ成

虫の侵入量が少なくなり，孵化幼虫数が減少する

と期待できる．このため，ミナミキイロアザミウ

マ幼虫数に対するスワルスキーカブリダニ個体数

の比率が高くなり，ミナミキイロアザミウマ幼虫

に対する密度抑制効果が得やすくなると予想され

る．したがって，赤色防虫ネット(0.6mm)を側窓に

被覆した施設でスワルスキーカブリダニを利用す

ると，白色ネットを被覆した施設で利用するより

施設内のミナミキイロアザミウマ幼虫を効率的に

捕食でき，幼虫数をより少なく維持できると考え

られる．現地では薬剤感受性が低下したミナミキ

イロアザミウマの発生が問題となっている．今回

の試験では，定植前に殺虫剤を 1回使用したが，

それ以降は使用していない．このことから，赤色

防虫ネットを被覆した施設でスワルスキーカブリ

ダニを利用すれば，薬剤感受性が低下したミナミ

キイロアザミウマ個体群に対しても個体数を少な

く維持できると考えられる． 

 

総合考察 

本研究では，キュウリ黄化えそ病対策としてウ

イルス媒介虫であるミナミキイロアザミウマの施

設内への侵入対策と施設内での増殖対策について

検討した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5 図 赤色および白色防虫ネットを側窓に被覆した施設に天敵スワルスキーカブリダニを導入した時のミナミキ

イロアザミウマ寄生頭数の推移(2013年) 

バーは、株間の標準誤差を示す． 

*は，同一調査日の区間で有意差があることを示す(Wilcoxonの符号順位検定，p<0.05)． 
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今回の調査では，海津市のキュウリ施設周囲に

生息するミナミキイロアザミウマ成虫の MYSV

保毒虫率は，5 地点中 3 地点で 50%を超えていた

(第 1 図)．これはウイルスの 1 次感染源となる成

虫は施設周囲に多く生息し，定植直後からキュウ

リが MYSV に感染する可能性が高いことを示唆

している．そのため，キュウリ黄化えそ病対策と

して，ミナミキイロアザミウマの施設内への侵入

を防止し，ウイルスの 1次感染を抑制することが

重要と考えられる．今回の室内試験では，ミナミ

キイロアザミウマの侵入抑制効果は赤色防虫ネッ

ト(0.6mm)が最も高く，赤色防虫ネット(0.8mm)の

侵入抑制効果は，白色防虫ネット(0.4mm)と同等と

考えられる(第 2 図)．これまでに，圃場試験で赤

色防虫ネット(0.8mm)のミナミキイロアザミウマ

に対する侵入抑制効果は，白色防虫ネット(0.4mm)

と同等であると報告されており 17)，今回の結果は

これに矛盾しない． 

ミカンキイロアザミウマやネギアザミウマで

は，複眼の分光感度が調べられており，640～

660nmより長波長の赤色の光に対する感度は非常

に低いと報告されている 18), 19)．本研究で対象とし

たミナミキイロアザミウマは，ネギアザミウマと

同属であることから，赤色に対する感度が低いと

考えられる．今回の試験では，ミナミキイロアザ

ミウマは白色防虫ネット(0.4mm)を通過できた(第

2図)ことから，0.6mm目合いのネットは物理的に

通過できると考えられる．このことから，赤色防

虫ネットの効果は，アザミウマが認識できない赤

色の糸を高密度に設置し，ネット内の植物を遮蔽

することで，侵入を抑制していると推察される． 

赤色防虫ネット(0.6mm)を側窓に被覆した施設

におけるミナミキイロアザミウマ成虫数は，白色

防虫ネット(0.4mm)を被覆した施設よりも少なく

推移した(第 3図)．さらに，赤色防虫ネット(0.6mm)

を施設側窓に被覆すると，施設内の気温は白色防

虫ネット(0.4mm)を被覆した時より低くなった(第

4図)．これらのことから，赤色防虫ネット(0.6mm)

を施設側窓に被覆することで，白色防虫ネット

(0.4mm)を被覆した施設よりもミナミキイロアザ

ミウマの侵入を抑制できるだけでなく，施設内の

気温上昇も抑制できると考えられる． 

アザミウマ類の 1～2齢幼虫は，感染植物を加害

することで MYSV を含むトスポウイルス属を獲

得する 7), 8)．そのため，施設内におけるキュウリ

黄化えそ病の 2次感染は，施設内で発生したミナ

ミキイロアザミウマ幼虫が，感染植物を加害して

ウイルスを獲得し，別の植物を加害することで起

こると考えられる．このことから，施設内におけ

る 2次感染を防ぐには，ミナミキイロアザミウマ

の増殖を抑制する必要がある．しかし，ミナミキ

イロアザミウマは，各地で薬剤感受性の低下が報

告されており 9), 10), 11)，当県においても一部の殺虫

剤に対する感受性低下の低下が認められる．この

ため，殺虫剤に代わるミナミキイロアザミウマの

増殖対策として，天敵であるスワルスキーカブリ

ダニの利用を検討した．今回，赤色防虫ネット

(0.6mm)を側窓に被覆した施設でスワルスキーカ

ブリダニを利用すると，白色防虫ネット(0.4mm)

を被覆した施設内で利用するよりも，ミナミキイ

ロアザミウマ幼虫を少なく維持できた(第 5図 b)．

スワルスキーカブリダニは，アザミウマ類の 1齢

幼虫を捕食し，成虫は捕食しない 16)．今回，赤色

防虫ネット(0.6mm)を被覆した施設では，ミナミキ

イロアザミウマ成虫の侵入量が少なくなった(第 5

図 a)．そのため，施設内の孵化幼虫数が少なくな

り，ミナミキイロアザミウマ幼虫数に対するスワ

ルスキーカブリダニの比率が高くなることから，

白色防虫ネット(0.4mm)を被覆した施設よりも幼

虫数を少なく維持できると考えられる．スワルス

キーカブリダニの捕食能力は，餌となるミナミキ

イロアザミウマの薬剤感受性には影響されない．

したがって，赤色防虫ネット(0.6mm)を側窓に被覆

した施設でスワルスキーカブリダニを利用すれ

ば，薬剤感受性が低下したミナミキイロアザミウ

マに対しても施設内の個体数を少なく維持できる

と考えられる． 

以上のことより，キュウリ施設の側窓に赤色防

虫ネット(0.6mm)を被覆し，スワルスキーカブリダ

ニを利用すれば，ミナミキイロアザミウマの侵入

と施設内での増殖を抑制でき，キュウリ黄化えそ

病の発生を抑制できると考えられる．さらに，白

色防虫ネット(0.4mm)を被覆するよりも施設内の

気温上昇を抑制できると考えられる． 

海津市のキュウリ産地では，2015年の抑制栽培

施設の 3 割が側窓に赤色防虫ネット(0.6mm)を被

覆しており，その多くでスワルスキーカブリダニ

も利用されている．今後，現地のキュウリ施設に
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おいて，被覆している防虫ネットの違いや天敵利

用の有無が，ミナミキイロアザミウマとキュウリ

黄化えそ病の発生量に与える影響を調査し，本技

術の有効性を検証する必要がある． 
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Abstract 

The spotted wilt of cucumber transmitted 

virus by Thrips palmi Karny has occurred at 

the greenhouses of cucumber in Gifu prefecture. 

The ratios of viruliferous around the 

greenhouses of cucumber were over 50% at 3/5 

observation points. The density of adult Thrips 

palmi and the temperature in the greenhouses 

of cucumber, covered the red insect-proof net 

(mesh size: 0.6mm) for invasion of Thrips palmi, 

were decrease than that covered the white 

insect-proof net (0.4mm). The density of larva 

Thrips palmi in the greenhouse, covered the red 

insect-proof net (0.6mm) with the natural 

enemies Amblyseius swirskii Athias-Henriot, 

was less than that covered the white 

insect-proof net (0.4mm) with the natural 

enemies. 

Therefore, invasion of the viruliferous into the 

greenhouse and multiplication in the 

greenhouse were able to control by covering the 

red insect-proof net (0.6mm) with Amblyseius 

swirskii. Consequently, this control method 

was expected the controlling primary and 

secondary infections of the spotted wilt of 

cucumber, and we can expect that the method 

is the effective measure of controlling the 

spotted wilt of cucumber. 

 

Key words 

Thrips palmi Karny, spotted wilt disease of 

cucumber, red insect-proof net, Amblyseius 

swirskii Athias-Henriot 


